
定員20名（最低開催人数5名）

募 集 窓 口 Dアカデミー東北（上記において当校と表記）

研 修 実 施 者 株式会社スリーアイバード（Dアカデミー東北運営会社）
赤外線建物診断技能師研修・資格試験運営：一般社団法人街と暮らし環境再生機構

開 催 地 五城目町地域活性化支援センター（所在地：下記事務局の住所に同じ）

研 修 概 要
赤外線による、戸建住宅・アパートの外壁・雨漏れ等の診断、中規模マンションまでの外

壁・雨漏れ診断、特殊建築物の定期報告に対応するカメラの撮影、通常解析ができること及び
赤外線搭載ＵＡＶを活用した撮影等を習得する技術者養成研修。

カリキュラム CPDS：1４unit《下記概要の研修及び試験を実施》

日 程 令和８年１０月２２日（木）～１０月２３日（金）（２日間）
（初日の受付は9時開始となります。9時20分からガイダンスを行います。）

対 象 者 建設産業等（建設・点検・測量・設計）で維持管理に携わる方
不動産管理・リフォーム・住宅検査・損害保険業務に携わる方

研 修 費 用 ￥9５,０００円 <人材開発支援助成金の対象：雇用保険適用事業者>

※ 人材開発支援助成金は、雇用保険適用企業の方が対象（注：有期・短期・派遣の方などは対象外）
研修の全てが完了してからの支給になります。
（助成金は、受講者所属会社でお申込み願います。ご不明な点は事務局までお問合せください。）
研修費用は税別表記となっております。（税込：104,500円）

（建築物等定期点検でも役立つ）

赤外線建物診断技能師取得
・ＵＡＶ利活用研修

1日目

赤外線診断について 講義 9:30～11:30

赤外線サーモグラフィの基礎知
識・原理 講義 11:30～14:50

赤外線サーモグラフィを使用した
診断実務

講義
実習 14:50～16:00

建築基準法改正に伴う特殊建築物
定期報告及び診断の進め方 実習 16:00～17:00

2日目

赤外線診断のポイント等解説 講義 9:00～10:00

赤外線資格技能師試験 試験 10:00～12:00

赤外線カメラ搭載ドローン活用に
よる点検実務

講義
実習 13:00～16:30

《講義》
赤外線建物診断について、背景・概
要・特徴・資格者や原理・留意事項に
ついて習得します。

《実習》
赤外線サーモグラフィでの点検につい
て実務フロー・撮影・診断・報告書作
成の実務処理を習得しUAVでの利活用
を実習します。

《補足事項》
※ パソコン・ソフト・UAVの持参は
不要です。詳細の内容、実施順序
は変更する場合があります。
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〒018-1713 秋田県 南秋田郡 五城目町 馬場目 字 蓬内台 117番地1
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Ｄアカデミー東北／（株）スリーアイバード宛て 

赤外線建物診断技能師取得・ＵＡＶ利活用研修 申込書 

《１．個人名等》 

ふりがな 性別 生年月日 

個人氏名 男・女 西暦 年 月 日 

連絡先 
電話番号 FAX番号 

E‐mail 

ふりがな 

個人住所 
〒 

《２．所属先》 

名 称 ふりがな 

住 所 

〒 

電話番号 FAX 番号 

《３．研修費用請求先》 個人・所属・その他（ ）←該当に丸印を記入 

《４．研修受講日》 

日 程 ２０２６年 １０月 ２２日（木） ～ １０月 ２３日（金） 

※ 先着２０名様の定員に達した場合、ご希望に添えないことがありますので予めご了承願います。

《研修受講の手順》 《実務事項》 

研修実施者の（株）スリーアイバード及び（一社）街と暮

らし環境再生機構（赤外線建物診断技能師研修・資格試験

運営）が、左記手順に従い実施します。 

《持参品》 

ＣＰＤＳ技術者証、または免許証等の本人確認ができるも

の（顔写真付き）、研修受講票、筆記用具、電卓 

《昼 食》 

昼食を用意いたします。（持参は不要） 

《受講証明書》 

受講証明書は下記２点を記載して発行します。 

◆プログラム番号 ◆受講者氏名

申込は、本用紙に必要事項を記入の上、下記まで FAXまたはメールにてお願いします。 

FAX：０１８‐８９３‐５８６１ E‐mail：ｉｎｆｏ ＠３ｅｙｅ－ｂｉｒｄ．ｊｐ 

研修申込 

研修費請求書送付 

支払い 

研修受講票送付 

受講証明書 

研修受講 
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